
　その 1では、全国と愛知県、静岡県、京都府の事例

を対象にと畜場を達角的に分析し、立地特性、平面計画、

ボリューム構成の比較から見た特性を明らかにした。

　その 2では、食育の観点で開く施設の見学者通路の

設け方、また施設管理者の意向調査より比較をするこ

とで、日本のと畜場の今後の在り方を検討にすること

を目的とする。

1）全国161ヶ所に対し、電話・メールを用いて質問を行っ

た（表 2-1）。

2）主要対象施設 5ヶ所に対し、平面図の収集と施設見

学を行い、一般見学を受け入れている施設の見学者通
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路のアクソメ図を作成、従事者ヒアリングを行い、食育
の実態を調査した。
3）その 1の立地特性、配置・平面計画、ボリューム構成、

その 2の見学者通路の設置形態、従事者の意向をクロ

ス分析により明らかにした。

　

　一般見学者を受け入れている施設は全国で 27 ヶ所

確認された（図 3-1)。割合は全国で 161 施設のうち、

16.7％となる。

　見学者通路の設置形態として「見上げ型」と「見下

ろし型」の 2種類の通路設置方法が確認された（図

3-1、図 3-2）。「見上げ型」は、近距離で作業が見ら

れるため食育効果が高いが、スペースや通路幅の制約

が課題となる [名古屋 ]。都市型の施設では複層構造

を採用し、「見下ろし型」の通路で見学が可能で、衛

生管理と安全性が強化されていた [京都 ][ 浜松 ]。

　見学者に公開される工程に施設ごとの差異が見られ

食育の観点から見た今後のと畜場の在り方に関する研究

その 2　見学者受け入れ状況と従事者の意向調査からみた特性　
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た。すべての工程を公開する施設がある一方で、衛生

面や見学者への心理的配慮から、一部工程のみを見学

可能とする施設もあった。特に、動物の放血工程を見

せることについては、消費者の心理的負担を考慮し、

見学を制限する傾向が確認された (表 3-1)。

　[浜松 ]は、三層構造の見下ろし型を備え、片側の窓

から解体室全体を俯瞰できる設計であった。同室内で

は時間帯により大動物（牛）と小動物（豚）のと畜工

程が分けられており、通路からの距離があるため、近

距離での観察は困難であった（図 3-3）。

　[名古屋 ]は、二層構造の見上げを備え、両端の窓か

ら解体室を見学することが可能である。近距離での見

学が可能であり、食育の観点から見ても十分なインパ

クトを与えていた。しかし、機械設備が視界を遮るため、

観察できる範囲は限られていた（図 3-4）。

　[京都 ]は、二層構造の見下ろし型見学通路を有し、

両端の窓から広範囲を一望することが可能であっ

た。他施設と異なり、係留場も見学対象に含まれてお

り、施設全体の把握がしやすい設計となっていた（図

3-5）。

　主要対象施設では、二層見上げ型 [名古屋 ]、二層

見下ろし型 [京都 ]、三層見下ろし型 [浜松 ]の 3種

類の見学形態が見られ、見学者通路を設ける場合、敷

地や建物の制約から二層以上の建物となる傾向が確認

された。また、エレベーターの有無が見学の際の移動

効率に大きな影響を与えており、古い施設 [浜松 ]で

はエレベーターがなく、見学者がかなりの距離を歩い

て移動する必要があった。一方で、見学方法に関して

は、近い距離で作業を見ることができる「見上げ型」[名

古屋 ]と、解体室から離れた位置から見下ろす「見下

げ型」[京都 ]があり、特に見上げ型は食育効果が高

いと考えられるが、通路幅の制限から多くの見学者を

受け入れるには課題が残っていた。見学の流れとし

3-5. 見学の受け入れ態勢3-5. 見学の受け入れ態勢

3-4. 見学者通路3-4. 見学者通路

図 3-5　[ 京都 ]の見学者通路図 3-5　[ 京都 ]の見学者通路

図 3-4　[ 名古屋 ]の見学者通路図 3-4　[ 名古屋 ]の見学者通路

図 3-3　[ 浜松 ]の見学者通路図 3-3　[ 浜松 ]の見学者通路
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3-4-2.[ 名古屋 ]の見学者通路について3-4-2.[ 名古屋 ]の見学者通路について

3-4-3.[ 京都 ]の見学者通路について3-4-3.[ 京都 ]の見学者通路について
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ては、3施設共通して 2階以上に設置してあるセミナー

室や合木室を用いて、DVD やスライドを用いた事前学習

を行い、その後、実際の作業を見学する形式が取られ

ていた。これにより、見学者が食肉処理の工程を理解

しやすい環境が整っていた（図 3-6)。

　作業場の利用実態と見学者受け入れ態勢から、施設

の課題と食育活動に対する意向を明らかにした。

[名古屋 ]、[京都 ]、[浜松 ]では積極的に見学者受

け入れを行い、食育活動に力を入れている姿勢が確認

された。特に [名古屋 ]では、見学者が作業を間近で

見ることができるため、食肉処理の透明性が高まって

いる。一方、老朽化施設では見学者受け入れが困難で、

他の方法で食育活動を行っていることが確認された。

　[京都 ]のように開かれた施設運営を行っている施設

ほど地域との連携が強化されている一方、閉鎖的な計

画の施設では地域住民への配慮から臭いや迷惑を避け

るための設計が多く見られた。施設運営の方針が食育

活動に直接影響を与えることが明らかになり、今後の

施設再編では地域社会との関係強化を重視する運営が

求められることが示唆された。

　都市型施設と郊外型施設の見学者通路の設置方法に

は大きな違いが見られた（図 6-1）。都市型施設、特

に京都市中央卸売市場第二市場では、複層構造を採用

し、見下げ型の見学者通路が設置されていた。　　　

　これにより、都市型施設は限られたスペースで効率

的な見学者受け入れを実現し、衛生管理や安全性も確

保された。一方、郊外型施設では、広い敷地により単

層の見上げ型通路が多く見られた。リアルな作業風景

を近くで見学できるものの、見学者数の制約や衛生面

でのリスクが課題となった。都市型施設では、食肉処

理の過程を消費者に可視化し、施設の透明性を高める

ことが求められる一方、郊外型施設では、食育の体制

整備が将来的な課題となった。

　て
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5-2. 施設計画と地域社会との関係5-2. 施設計画と地域社会との関係

図 3-6  断面から見た見学者通路と見学行程図 3-6  断面から見た見学者通路と見学行程
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　クロス分析を行った（図 6-2）。この結果、特に食育

への積極性が高い施設では、施設運営が外部に対して

開かれ、地域社会や消費者との連携が強化されていた。

食育に対する積極性や地域社会との関係強化は、施設

計画や運営方針に大きな影響を与えており、特に都市

型施設では、開かれた施設運営が今後のと畜場に求め

られる重要な要素であることが示された。郊外型施設

においても、地域社会との連携を強化し、施設の透明

性を高めるための施策が今後の課題として浮かび上

がった。

　本研究では、と畜場が目指すべき開かれ方検討する

ことであり、以下の成果が得られた。

　全国のと畜場を調査し、立地特性、配置計画、平面

構成に基づく施設分類を行った結果、都市型施設では

「並列型・往復動線」、郊外型施設では「分裂型・周回

動線」の傾向が見られた。都市型では作業効率を重視し、

住宅地との調和を図った親しみやすい設計が採用され

ている一方、郊外型では敷地の広さを活かし、広範な

施設配置が行われていることが確認された。

　都市型施設では見学者通路を積極的に設け、消費者

に対して透明性を高めるための食育活動が行われてい

た。特に、[京都 ]は、見学者の安全を確保しつつ地

域社会に開かれた施設運営を実現しており、他施設に

おいてもこのような設計が求められる。一方、郊外型

施設では、見学者通路が限定的であり、施設運営の課

題として物理的な制約が残っていることが指摘された

[東三河 ][ 小笠 ]。

展望として、海外のと畜場との事例比較を通じ、と

畜場における衛生、動物福祉、地域との関わり方の違

いを明らかにし、国内施設の改善に資する指針を得る

必要がある。

7. 総括7. 総括
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